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議会だよりについての意見交換会 報告書 

令和 5 年 11 月 24 日 

播磨町議会議長 様 

議会運営委員長 様 

 

議会広報公聴常任委員会 

委員長 宮宅 良 

 

１．開催日 令和５年１０月３１日（役場３０２会議室） 

 

２．参加者数 8 名 

年代別 
30 代 40 代 60 代 70 代 

1 名 2 名 2 名 3 名 

 

３．意見集約 

（１）評価意見 

・「表紙の題字は私が書きました」が良く、家族の方も喜ばれている 

・これがきっかけで議会だよりに興味をもった 

・議会だよりに自分の写真が載ったら嬉しい 

・一般質問の「町政ここを問う」などのタイトルが興味をひく 

・議会傍聴に来るのに裏表紙の定例会のお知らせがあるので分かりやすい 

・表紙などの写真が毎回良く、目にやさしい配色やカラーページもあり見やすい。 

 

（２）改善意見 

①実施しやすい（継続） 

・「題字」に出してもらいたいという人もいる、選出の仕方は？ 
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（↑「４小学校に依頼しており、掲載の許諾も得ています」） 

・表紙写真に対しての詳しい説明が欲しかった。写真にキャプションを入れたら良い。 

（↑説明文を入れる） 

・小見出しやリード文ほど簡単な言葉、興味をひく言葉にすると読みやすいのでは。 

（↑p.2-3 を工夫） 

・予算と決算のページを、もう少し議会目線で載せては？ 

（↑なるべく簡潔に。どういう議論が交わされたか中身を検討する。） 

・文章を６段から４段にするなど、読みやすいレイアウトにしては？ 

（↑横書きや縦書きも含めて検討） 

・「委員会の動き」のページに専門用語が多く複雑で理解しにくい、もっと分かりやすく平

易にしてはどうか 

（↑QR コードも入れ、なるべく議案名は分かりやすく簡潔にする。） 

・一般質問は１ページ 2 人になっていて分かりにくい 

（↑区切りが分かりやすいように検討） 

・一般質問のタイトルが横書きで、小見出しが縦書きで分かりにくい。色の統一性がない。 

（↑先進議会広報などの一般質問ページを参考にする。 

例：各議員の録画配信 QR コードを入れる・見出しを工夫する。） 

・議会や議員の活動が見えにくい。 

（↑例：委員会のうごきのページに委員の写真や名前を掲載。） 

・動画配信の音声が割れている 

（↑マイクスポンジを使用等、改善していきます） 

・議会だよりをどれだけの人が見られているのかデータがとれたら良いのではないか 

（↑アンケートや町のモニター制度の活用を検討。現状把握を年に１回は実施したい。） 

・若い世代にも議会に関心を持ってもらうため、児童・生徒に定例会の見学を実施しては。 

（↑小学生出前教室を参考に、学校や教育委員会と協議が必要。） 

・予算決算の質疑ページに金額を記載しては。 
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（↑記載の方向でレイアウトを検討する。） 

・各年齢層の意見をもっと聞いてくれる場が欲しい。 

（↑幅広い年代へ呼びかけ、意見交換会に参加してもらう。） 

 

（３）意見交換会の感想 

・ページごとに意見を出し合っては。 

（↑意見交換会の進め方） 

・ざっくばらんに意見が出ていて良い機会だった 

・多方面からの意見があり様々な内容が聞けて勉強になった  

・皆さん熱心に話されて、とても勉強になりました。 

・違った角度で多くの意見は大変参考になった。 

・知らないことが理解できました 

・委員の方の思いを知ることができた 

・議会について色々調べる機会になりました 

・議員の皆様が議会だよりを通して議会活動を地域の方々に伝えていきたいという熱意が

よくわかりました  

・広報も含めしっかりと読ませて頂き、次回の朗読（ボランティア）の時に活かしていき

たい 

・読み手の視点を取り入れることはとても大切だと思う、そういう意味で素晴らしい一歩、

今後も期待しています 

・今回、初めてのこころみである公聴は素晴らしきことである 

・住民目線での意見は大変重視されることを望む 

・もっと色々な世代（１０・２０代も！！）が集まって意見交換会が開かれるとよい 

・メンバーを変え続けていかれることを希望します 

・各方面で活躍している住民を招き実施する 

・今後も定期的に実施して欲しい 


